
 

市
民
合
意
の
な
い
市
立
図
書
館

の
ツ
タ
ヤ
委
託 

  

党
佐
賀
・
武
雄
市
議 

江
原
一
雄 

  

市
長
に
よ
る
突
然
の
Ｃ
Ｃ
Ｃ
民
間
委

託
合
意 

  

武
雄
市
で
は
、
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
・
ク
ラ
ブ
株
式

会
社
（
以
下
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
）
に
よ
る
東
京
・

渋
谷
区
の
「
代
官
山 

蔦
谷
書
店
」
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
民
間
委
託
の
市
立
図
書

館
が
、
四
月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
、
市

費
四
億
五
千
万
円
を
か
け
（
Ｃ
Ｃ
Ｃ
も

三
億
円
を
投
入
）、改
装
が
す
す
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

昨
年
五
月
四
日
、
樋
渡
啓
祐
・
武
雄

市
長
（
四
十
三
歳
）
は
、「
代
官
山 

蔦

谷
書
店
」（
東
京
・
渋
谷
区
）
で
武
雄
市

立
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
の
企
画
・
運

営
に
つ
い
て
Ｃ
Ｃ
Ｃ
と
の
基
本
合
意
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
「
基
本
合
意
」

の
発
表
は
、
わ
ず
か
二
日
前
に
、「
地
元

書
店
組
合
」、「
図
書
館
・
歴
史
資
料
館

協
議
会
」、「
エ
ポ
カ
ル
武
雄
フ
レ
ン
ズ
」

の
関
係
者
に
知
ら
せ
た
だ
け
で
、
市
民

合
意
の
な
ど
な
い
も
の
で
し
た
。当
然
、

市
民
か
ら
は
驚
き
の
声
が
起
こ
り
ま
し

た
。 

 

会
見
も
「
代
官
山 

蔦
谷
書
店
」
で

お
こ
な
い
、
当
日
の
午
後
、
佐
賀
県
庁

で
記
者
会
見
す
る
な
ど
、
市
長
の
市
民

不
在
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
が
目
立
つ

だ
け
で
し
た
。 

 

武
雄
市
民
は
、
こ
の
こ
と
を
テ
レ
ビ

や
新
聞
報
道
で
知
ら
さ
れ
た
次
第
で
す
。

ま
さ
に
、”
寝
耳
に
水
”
と
は
こ
の
こ
と

で
し
ょ
う
。 

 

会
見
で
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
Ｔ
カ
ー
ド
を

図
書
館
利
用
カ
ー
ド
に
し
、
図
書
館
利

用
で
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
お
こ
な
う
こ

と
も
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
図
書
館
の
特
典
と
し
て

紹
介
も
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
カ
ー
ド
利
用

で
の
図
書
貸
出
履
歴
な
ど
の
「
個
人
情

報
」
が
ど
う
な
る
の
か
、
こ
の
問
題
に

詳
し
い
人
た
ち
か
ら
の
疑
問
や
、
図
書

館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
疑
問
と
不
安

の
意
見
が
マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
さ
れ
、

ネ
ッ
ト
上
で
も
巻
き
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

 

武
雄
市
立
図
書
館
は
、旧
武
雄
市（
人

口
三
万
五
千
人
）
の
と
き
、
二
〇
〇
〇

年
に
蔵
書
十
九
万
冊
を
備
え
て
開
館
し

ま
し
た
（
二
〇
〇
六
年
三
月
一
日
、
一

市
二
町
の
合
併
で
新
武
雄
市
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
人
口
五
万
一
千
）。 

 

一
九
九
五
年
に
隣
の
伊
万
里
市
に
市

民
参
加
の
運
営
な
ど
で
、
全
国
が
注
目

す
る
図
書
館
が
開
館
し
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
武
雄
市
内
で
も
図
書
館
運
動
が
大

き
く
広
が
り
、
市
民
の
要
望
が
実
現
す

る
か
た
ち
で
、
立
派
な
図
書
館
と
し
て

開
館
し
た
の
で
す
。 

 

開
館
後
十
二
年
で
、
年
間
平
均
入
館

者
三
十
万
人
、貸
出
冊
数
三
十
五
万
冊
、

市
民
の
文
化
の
中
心
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

Ｃ
Ｃ
Ｃ
委
託
へ
の
市
民
、 

 

関
係
者
の
声 

  

記
者
発
表
後
、
市
長
は
「
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
」
と
表
明
し
ま
し

た
。
そ
し
て
六
月
末
に
、「
図
書
館
・
歴

史
資
料
館
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
が
、「
来
年

四
月
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
新
し
い

図
書
館
の
運
営
が
始
ま
り
ま
す
が
、
あ

な
た
は
新
図
書
館
構
想
を
ど
う
思
い
ま

す
か
」
と
い
う
設
問
に
、
回
答
者
（
千

百
二
十
人
）
の
七
割
が
「
期
待
す
る
」

と
回
答
し
ま
し
た
。 

 

市
長
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

を
ス
キ
ャ
ン
し
て
画
像
情
報
を
取
り
込

み
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
し

た
が
、
筆
跡
や
地
域
か
ら
個
人
を
特
定

で
き
る
も
の
が
あ
り
、
批
判
の
声
が
上

が
り
、
公
開
を
取
り
消
す
と
い
う
騒
ぎ

ま
で
起
こ
り
ま
し
た
。「
ア
ン
ケ
ー
ト
」

は
職
員
が
対
面
式
で
取
っ
た
も
の
で
、

「
期
待
す
る
が
多
数
を
占
め
た
ア
ン
ケ

ー
ト
に
は
、「
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
よ

う
だ
」（
？
）
と
批
判
が
出
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
な
か
で
、市
民
の
間
で
は
、

Ｃ
Ｃ
Ｃ
委
託
に
た
い
し
て
、「
市
長
の
や

り
方
は
強
引
で
す
」、「
自
分
た
ち
は
、

コ
ー
ヒ
ー
店
は
い
ら
な
い
。
静
か
な
今

の
図
書
館
で
い
い
で
す
」
な
ど
と
、
市

長
の
す
す
め
る
図
書
館
づ
く
り
を
厳
し

く
指
摘
す
る
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
図
書
館
協
会
は
、
「
武
雄
市
の

新
・
図
書
館
構
想
に
つ
い
て
」
と
い
う

見
解
を
五
月
三
十
日
に
発
表
し
、「
指
定

管
理
者
制
度
導
入
の
理
由
は
な
に
か
」 



な
ど
六
点
に
わ
た
っ
て
解
明
す
べ
き
点

が
あ
る
と
す
る
、
考
え
を
表
明
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
文
藝
家
協
会
は
、

九
月
十
八
日
に
「
貸
出
に
際
し
て
ポ
イ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
営
利
企
業
の
シ
ス

テ
ム
を
も
ち
こ
ま
な
い
」、「
い
た
ず
ら

に
青
少
年
の
利
欲
を
刺
激
し
て
あ
お
る

懸
念
が
あ
り
、教
育
的
配
慮
に
欠
け
る
」

と
す
る
「
図
書
館
業
務
の
民
間
委
託
に

つ
い
て
の
提
言
」
を
ま
と
め
、
各
都
道

府
県
の
教
育
長
に
届
け
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
日
本
共
産
党
市
議
団（
二
人
）

は
、
市
議
会
で
”
市
長
の
や
り
方
は
独

断
専
行
で
拙
速
す
ぎ
だ
”
と
市
民
論
議

の
必
要
性
と
問
題
点
を
し
め
し
、
Ｃ
Ｃ

Ｃ
委
託
に
反
対
す
る
立
場
を
表
明
し
て

き
ま
し
た
。
二
〇
一
二
年
六
月
、
直
営

を
守
ろ
う
と
い
う
市
民
・
議
員 

な
ど
が
中
心
に
な
っ
て
武
雄
市
図
書
館

を
考
え
る
会
（
準
備
会
）
が
開
か
れ
、

図
書
館
問
題
が
専
門
の
講
師
を
招
き
、

Ｃ
Ｃ
Ｃ
委
託
問
題
に
つ
い
て
、
反
対
の

運
動
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

市
民
の
な
か
か
ら
も
、「
武
雄
市
図
書

館
を
学
習
す
る
市
民
の
会
」
（
構
成
な

ど
？
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
議
員
に
公

開
質
問
状
を
提
起
す
る
な
ど
が
と
り
く

ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
佐
賀
県
革
新
懇
が
主
催
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
図
書
館
問
題
を
考
え

る
学
習
会
」
も
開
か
れ
ま
し
た
。
図
書

館
関
係
者
も
参
加
し
、
市
長
の
市
民
合

意
も
な
い
強
行
を
批
判
し
、「
利
用
者
の

貸
出
履
歴
な
ど
個
人
情
報
が
企
業
に
管

理
さ
れ
る
」、「
経
済
活
動
が
樋
渡
市
長

の
市
民
的
価
値
を
高
め
る
こ
と
な
の

か
」（
意
味
が
？
）、「
運
営
に
司
書
の
英

知
が
欠
か
せ
な
い
」、な
ど
の
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

た
福
岡
県
小
郡
市
立
図
書
館
の
永
利
和

則
館
長
は
、“
読
書
の
町
づ
く
り
日
本
一

を
め
ざ
し
て
、
運
営
を
指
定
管
理
者
か

ら
市
の
直
営
に
戻
し
た
”
経
験
と
教
訓

を
の
べ
ら
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
市
内
外
で
の
動
き
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
武
雄
市
議
会
は
、
市
長
に

追
随
す
る
多
数
派
が
強
引
に
条
例
や
予

算
を
可
決
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
を
指
定
管
理
者

に
し
て
、
新
図
書
館
移
行
に
と
も
な
う

諸
手
続
き
を
可
能
に
し
ま
し
た
。 

  

 

議
会
に
提
案
さ
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｃ
委
託 

 

実
現
に
む
け
た
条
例
・
予
算 

  

図
書
館
の
委
託
に
む
け
て
、
市
長
が

市
議
会
に
か
け
た
条
例
・
予
算
は
次
の

内
容
で
し
た
。 

 

第
一
は
、
六
月
三
日
、
六
月
定
例
市

議
会
に
、「
図
書
館･

歴
史
資
料
館
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を
提

案
し
ま
し
た
。
条
例
改
正
案
は
第
十
四

条
で
、「
市
長
が
指
定
す
る
も
の
に
、
こ

れ
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
先
に
相
手
を

決
め
て
追
認
す
る
も
の
で
す
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ

を
委
託
先
に
決
め
て
か
ら
、
条
例
を
そ

れ
に
合
わ
せ
た
の
で
す
。 

 

第
二
は
、
七
月
十
八
日
、
臨
時
市
議

会
に
「
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
の

議
案
を
提
出
し
、「
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ク
ラ
ブ
株
式
会
社
」
に

二
〇
一
三
年
四
月
一
日
か
ら
一
八
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
五
年
間
の
期
間
、
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
と
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
料
は
五
年
間
で
五
億
五
千
万

円
と
し
ま
し
た
。 

 

第
三
は
、
九
月
定
例
会
に
追
加
議
案

と
し
て
、
図
書
館
歴
史
資
料
館
改
修
工

事
費
等
に
四
億
五
千
万
円
を
追
加
補
正

し
ま
し
た
。
市
長
は
、
市
民
負
担
ゼ
ロ

と
言
い
ま
す
が
、
多
額
の
市
費
を
投
入

し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。 

 

第
四
に
、
十
二
月
定
例
会
で
は
、
こ

れ
ま
た
、
追
加
議
案
で
「
武
雄
市
図
書

館
・
歴
史
資
料
館
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」案
を
提
案
し
ま
し
た
。 

 

図
書
館
に
併
設
し
て
い
る
歴
史
資
料

館
・「
蘭
学
館
」（
江
戸
後
期
幕
末
佐
賀
・

鍋
島
藩
の
蘭
学
資
料
を
所
蔵
・
展
示
し

て
い
る
施
設
）
を
「
閉
鎖
」
し
て
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
、「
Ｃ
Ｃ
Ｃ
」の
Ｃ
Ｄ
や
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
有
料
レ
ン
タ
ル
シ
ョ
ッ
プ
の

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
有
償
で
提
供
す
る

も
の
で
す
。
市
民
の
財
産
で
あ
る
施
設

を
、民
間
企
業
に
提
供
す
る
も
の
で
す
。 

 

市
長
と
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
合
意
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

と
し
て
は
、
図
書
館
委
託
業
務
へ
の
参

入
で
、
今
後
こ
の
分
野
で
の
全
国
展
開

を
す
す
め
る
布
石
と
も
と
れ
ま
す
。
し

か
し
、
市
の
施
策
と
し
て
は
、
公
共
図

書
館
の
理
念
を
逸
脱
し
、
郷
土
の
歴
史

遺
産
研
究
を
放
棄
し
、
こ
れ
ま
で
の
管



理
・
運
営
を
無
視
す
る
も
の
で
す
。
樋

渡
市
長
は
、
市
と
し
て
す
す
め
て
き
た

図
書
館
・
文
化
に
関
わ
る
政
策
・
施
策

を
放
棄
し
た
と
い
え
る
も
の
で
す
。 

  

「
地
域
間
競
争
に
勝
つ
」
自
治
体
を 

 

め
ざ
す
市
政
運
営 

  

樋
渡
氏
は
総
務
省
官
僚
出
身
で
二
〇

〇
六
年
合
併
後
、
初
の
市
長
選
挙
に
立

候
補
し
当
選
し
ま
し
た
。 

 

市
長
は
就
任
後
、
市
「
機
構
改
革
」

方
針
で
、「
地
域
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
自

治
体
を
め
ざ
す
」
と
し
ま
し
た
。
そ
の

と
き
私
は
、「
自
治
体
と
し
て
こ
の
方
針

は
間
違
っ
て
い
る
。
地
方
自
治
体
の
目

的
・
役
割
は
、『
住
民
の
安
全
と
福
祉
の

保
持
』
で
は
な
い
か
。
公
務
員
は
全
体

の
奉
仕
者
で
あ
る
は
ず
だ
」
と
し
て
、

方
針
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。 

 

〇
八
年
、
市
長
は
武
雄
市
民
病
院
の

赤
字
を
理
由
と
し
た
民
間
移
譲
を
す
す

め
、
七
月
臨
時
市
議
会
で
自
民
・
公
明

な
ど
賛
成
多
数
で
、
民
間
移
譲
案
が
強

行
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
存
続
を
求
め
る

市
民
グ
ル
ー
プ
の
市
長
リ
コ
ー
ル
の
動

き
に
、
市
長
は
辞
職
し
、
年
末
の
出
な

お
し
選
挙
で
、
前
回
よ
り
五
千
票
減
ら

し
た
も
の
の
再
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 

存
続
を
求
め
る
市
民
の
声
を
無
視
し

た
武
雄
市
民
病
院
の
民
間
移
譲
問
題
で

は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
が
損
害
賠
償
を
求

め
て
、
住
民
訴
訟
で
裁
判
中
で
す
。 

 

二
〇
一
〇
年
の
市
長
選
挙
で
、
再
選

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
樋
渡
市
政
は
、

「
民
で
で
き
る
も
の
は
民
で
」
と
、
地

方
自
治
体
の
公
的
責
任
を
投
げ
捨
て
る

動
き
を
加
速
さ
せ
、
推
進
し
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

の
利
用
を
市
政
に
導
入
、「
日
本
ツ
イ
ッ

タ
ー
学
会
」
を
自
ら
名
乗
っ
て
立
ち
上

げ
、
武
雄
市
職
員
に
ツ
イ
ッ
タ―

の
ア

カ
ウ
ン
ト
を
と
ら
せ
て
い
ま
す
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
も
、「
日
本
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
学
会
」
を
市
議
会
議
場
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
市
の
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
・
シ
テ
ィ
課
」
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
二
〇
一
一
年
、
東
日
本
大
震

災
の
ガ
レ
キ
受
け
入
れ
を
め
ぐ
っ
て

は
、”三
市
四
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
杵

藤
広
域
圏
組
合
の
施
設
（
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
）
を
使
っ
て
、
受
け
入
れ
を
実
施

す
る
”
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
い
く
ら
市
長
が
管
理
者
を

兼
ね
て
い
る
と
し
て
も
、「
組
合
」
の
論

議
な
し
で
の
受
け
入
れ
表
明
は
ま
さ
に

独
断
専
行
で
、
市
内
外
か
ら
猛
反
対
に

あ
い
ま
し
た
。
市
長
は
撤
回
を
表
明
し

ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
を
”
ネ
ッ
ト
で

の
「
脅
し
」
が
あ
っ
た
”
と
こ
と
さ
ら

強
調
し
て
、
自
ら
の
失
政
を
不
問
に
し

て
煙
に
巻
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ガ
レ
キ

問
題
に
端
を
発
し
て
、
市
長
に
よ
る
議

会
で
の
名
指
し
発
言
で
、「
名
誉
を
傷
つ

け
ら
れ
た
」
と
し
て
市
民
の
Ａ
氏
が
提

訴
し
、
現
在
裁
判
中
で
す
。 

 

昨
年
の
三
月
議
会
で
は
、
私
の
「
平

和
問
題
」
を
取
り
上
げ
た
一
般
質
問
の

な
か
で
、
米
軍
海
兵
隊
を
「
殴
り
こ
み

部
隊
」
と
指
摘
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
を
先
頭
に
追
随
す
る
議
員
が
問
題

視
し
、
多
数
で
私
へ
の
不
当
な
「
懲
罰
」

を
持
ち
出
し
、
出
席
停
止
を
可
決
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
議
会

制
民
主
主
義
、
言
論
の
自
由
の
封
殺
で

あ
り
、
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
暴
挙
と

し
て
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

  

独
断
専
行
が
際
立
つ
図
書
館
委
託 

 
 

 

と
く
に
、
今
回
の
図
書
館
・
歴
史
資

料
館
問
題
で
の
独
断
専
行
は
最
た
る
も

の
で
す
。 

 

昨
年
三
月
の
定
例
市
議
会
開
会
初
日

に
、
教
育
長
は
図
書
館
・
歴
史
資
料
館

に
つ
い
て｢

開
館
日
数
を
三
十
九
日
増

や
し
て
、
年
間
三
百
三
十
一
日
と
い
た

し
ま
す
。
県
内
市
町
図
書
館
で
は
い
ち

ば
ん
多
い
開
館
日
数
と
な
り
、
市
民
の

み
な
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す｣

と
報
告
し
ま
し
た
。と

こ
ろ
が
、
わ
ず
か
一
週
間
後
に
、
Ｙ
議

員
が
一
般
質
問
で
図
書
館
を
指
定
管
理

者
制
度
へ
の
導
入
を
求
め
た
ら
、
教
育

長
は
、
す
ぐ
さ
ま
「
指
定
管
理
方
式
で

の
対
応
を
考
え
て
行
き
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
長
は
こ
の
あ

と
す
ぐ
答
弁
に
た
ち
、「
指
定
管
理
者
を

一
つ
の
大
き
な
柱
と
し
て
導
入
し
て
い

き
た
い
」
と
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
あ
か
ら
さ
ま

に
し
ま
し
た
。 



 

こ
の
や
り
取
り
か
ら
み
て
も
、
市
長

と
（
教
育
長
）、
Ｙ
議
員
と
の
間
で
は
よ

く
準
備
さ
れ
て
い
た
様
子
が
わ
か
り
ま

す
。ま
た
、市
長
の
出
張
報
告
書
で
も
、

一
月
二
十
三
日
、
三
月
二
十
二
日
、
四

月
二
十
二
日
と
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ
の
社
長
や
関

係
者
と
合
議
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
動
き
か
ら
、
市
長
は
当
初

か
ら
、
指
定
管
理
者
は
民
間
企
業
の
Ｃ

Ｃ
Ｃ
に
と
、
と
り
く
ん
で
い
た
こ
と
が

あ
き
ら
か
で
す
。
こ
の
間
、
図
書
館
関

係
者
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
は
い
っ
さ

い
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

五
月
四
日
の
会
見
後
、
市
民
団
体
、

図
書
館
関
係
者
な
ど
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

説
明
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
り
、
五

月
十
四
日
に
ま
ず
市
議
会
全
員
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
す
す
め

方
も
異
常
で
し
た
。
市
長
の
説
明
だ
け

で
、
質
疑
を
議
長
が
受
け
つ
け
る
こ
と

な
く
閉
会
し
ま
し
た
。 

 

私
は
、
六
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、

こ
の
件
に
関
し
て
、
市
長
と
増
田
社
長

と
が
結
ん
だ
「
基
本
合
意
書
」
を
な
ぜ

提
示
し
な
か
っ
た
の
か
、
と
問
い
た
だ

し
ま
し
た
。
す
る
と
市
長
は
、「
私
は
、

あ
な
た
を
信
用
し
て
い
ま
せ
ん
、
そ
の

情
報
が
漏
れ
る
と
判
断
し
た
か
ら
」と
、

「
基
本
合
意
書
」
を
市
議
会
全
員
協
議

会
で
提
示
し
な
か
っ
た
理
由
を
答
弁
し

ま
し
た
。
こ
の
答
弁
と
態
度
は
、
首
長

と
し
て
の
資
質
を
疑
わ
せ
る
も
の
で
す
。 

 

武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
の
民

間
委
託
を
す
す
め
る
市
長
に
た
い
し
、

「
拙
速
で
強
権
的
だ
」
と
い
う
市
民
の

声
に
、
市
長
は
「
私
は
提
案
す
る
だ
け

で
、
決
め
る
の
は
議
会
で
す
。
市
議
会

の
議
決
は
強
力
で
す
」と
の
べ
な
が
ら
、

市
議
会
で
は
多
数
の
市
議
を
追
随
さ
せ
、

案
件
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。 

 

つ
い
最
近
は
、
市
職
員
の
給
与
体
系

の
改
変
＝
年
俸
制
を
導
入
す
る
こ
と
を

ブ
ロ
グ
で
表
明
し
、
新
聞
報
道
で
知
ら

さ
れ
た
市
民
の
あ
い
だ
で
は
、
疑
問
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
市
職
員
に
対
し
て

は
意
欲
や
実
績
を
も
と
に
差
別
・
選
別

化
を
す
す
め
、
自
由
な
職
場
環
境
を
な

く
し
、
さ
ら
に
管
理
主
義
的
独
裁
化
が

す
す
む
の
で
は
、
と
危
惧
し
ま
す
。 

 

さ
ら
に
見
過
ご
せ
な
い
の
が
、「
い
ろ

い
ろ
言
う
な
ら
選
挙
で
落
と
し
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
市
民

の
声
を
聞
こ
う
と
し
な
い
、
開
き
な
お

り
の
態
度
で
す
。 

 

市
立
図
書
館
は
四
月
か
ら
、
Ｃ
Ｃ
Ｃ

に
委
託
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
間
、
問
題

に
な
っ
た
図
書
利
用
履
歴
の
こ
と
、「
Ｔ

ポ
イ
ン
ト
」
の
扱
い
、
図
書
館
職
員
の

配
置
問
題
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
引
き
つ
づ
き
、
市
民

と
と
も
に
「
住
民
こ
そ
主
人
公
」
の
立

場
で
と
り
く
ん
で
い
き
ま
す
。 

（
え
は
ら
・
か
ず
お
） 


